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ABSTRAK 

Chaidir Isya Hakim. 2026. Hubungan Komparasi Sosial dengan Kecemasan 

Berbahasa Jepang Mahasiswa Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang 

Universitas Negeri Jakarta. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan 

Seni. Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui hubungan antara komparasi sosial 

dengan kecemasan berbahasa Jepang mahasiswa Program Studi Pendidikan Bahasa 

Jepang Universitas Negeri Jakarta. Penelitian ini menggunakan pendekatan 

kuantitatif korelasional dengan ukuran sampel 73 responden. Instrumen 

pengumpulan data menggunakan Iowa-Netherlands Comparison Orientation 

Measure (INCOM) untuk variabel komparasi sosial dan Foreign Language 

Classroom Anxiety Scale (FLCAS) untuk variabel kecemasan berbahasa Jepang. 

Hasil analisis deskriptif menunjukkan bahwa responden memiliki tingkat 

komparasi sosial pada kategori tinggi dan tingkat kecemasan berbahasa Jepang 

yang juga berada pada kategori tinggi. Hasil uji hipotesis menunjukkan nilai 

koefisien korelasi sebesar 0.611 dengan nilai signifikansi 0.000. Hal ini 

menunjukkan komparasi sosial dan kecemasan berbahasa Jepang memiliki 

hubungan positif yang berada pada kategori kuat. Hal tersebut mengindikasikan 

bahwa semakin tinggi tingkat komparasi sosial yang dilakukan mahasiswa, maka 

akan semakin tinggi pula tingkat kecemasan berbahasa Jepang yang mereka alami. 

 

Kata Kunci: Komparasi Sosial, Kecemasan Berbahasa Jepang, FLCAS, INCOM 
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ABSTRACT 

Chaidir Isya Hakim. 2026. The Relationship between Social Comparison and 

Japanese Language Anxiety among Japanese Language Education Students at 

Jakarta State University. Japanese Language Education Study Program, Faculty of 

Languages and Arts, Jakarta State University. 

 

This study aims to examine the relationship between social comparison and 

Japanese language anxiety among students of the Japanese Language Education 

Program at Jakarta State University. This study employed a quantitative 

correlational approach with a sample of 73 respondents. Data were collected using 

the Iowa-Netherlands Comparison Orientation Measure (INCOM) to measure 

social comparison and the Foreign Language Classroom Anxiety Scale (FLCAS) to 

measure Japanese language anxiety. The descriptive analysis showed that the 

respondents had a high level of social comparison and a high level of Japanese 

language anxiety. The results of the hypothesis test revealed a correlation 

coefficient of 0.611 with a significance value of 0.000. These findings indicate a 

positive and strong relationship between social comparison and Japanese language 

anxiety. In other words, the higher the level of social comparison among students, 

the higher their level of Japanese language anxiety. 

 

Keywords: Social Comparison, Japanese Language Anxiety, FLCAS, INCOM 
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要旨 

ハイディル・イシャ・ハキム．2026．「ジャカルタ国立大学の日本語教育

学科の学生における社会的比較と日本語不安の関連」．日本語教育学科．

言語芸術学部．ジャカルタ国立大学． 

 

本研究は、ジャカルタ国立大学日本語教育学科の学生を対象に、社会的比

較と日本語不安の関係を調べることを目的とした。本研究では、73 名の

学生にアンケートを行い、量的な方法で分析した。社会的比較を調べるた

めに INCOM、日本語不安を調べるために FLCAS を使用した。分析の結

果、学生の社会的比較は「高い」レベルであり、日本語不安も「高い」レ

ベルであることが分かった。また、仮説検定の結果、社会的比較と日本語

不安には強い正の関係があることが分かった。つまり、学生が他の人と自

分を比べることが多いほど、日本語を使う時の不安も高くなることが明ら

かになった。 

キーワード：社会的比較、日本語不安、FLCAS、INCOM 
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ジャカルタ国立大学の日本語教育学科の学生における 

社会的比較と日本語不安の関連 

  

ジャカルタ国立大学 

Chaidir Isya Hakim  

cdrisyah@gmail.com  

 

概要 

A. 背景 

言語学習では、「聞く・話す・読む・書く」という四つの言語技

能が重要である（Tarigan, 2008）。これらの技能は互いに関係し合い、

母語や外国語の言語能力を高めるために必要なものである。しかし、

言語学習では認知的な問題だけでなく、情意的な問題も生じることが

ある（Humaera, 2015）。Paputungan（2022）によると、情意的側面

には態度、自己概念、興味、学習意欲、感情など、学習中に現れるさ

まざまな心理的要因が含まれると述べている。 

外国語学習においてよく見られる情意的な問題の一つに、外国語

不安がある。Horwitz et al.（1986）は、外国語不安を、外国語を使用

する際に生じる不安感、緊張感、恐怖心であると説明している。また、

この不安はコミュニケーション不安、否定的評価への不安、テスト不

安の三つの側面から構成されている。日本語学習において、Aida

（1994）は外国語不安の存在を確認している。また、Kitano（2001）

は、日本語不安は他の外国語不安と共通した特徴を有する一方で、日

本語特有の難しさに起因して、他の言語とは異なる特徴もみられると

述べている。そのため、本研究では外国語不安の中でも日本語に対す

る不安、すなわち「日本語不安」を対象とする。 

日本語不安の発生に関連する要因の一つとして、社会的比較が挙

げられる。Festinger（1954）によると、人には自分の能力や意見を評

mailto:cdrisyah@gmail.com
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価しようとする傾向があると説明している。さらに、そのための客観

的な基準がない場合には、他者との比較を通して自己評価を行うとし

ている。日本語学習では、言語能力が実際のパフォーマンスとして表

れるため、社会的比較が生じやすい。このことは、能力が実際のパフ

ォーマンスとして現れるため、他者と比較されやすいことによって説

明できる(Fakhri, 2017)。また、教室は社会的な相互作用が行われる場

であり、学習者はさまざまな学習活動を通して周囲の学生の能力を観

察することができる（Slameto, 2013）。Buunk and Gibbons（2007）は、

社会的比較は主に能力と意見という二つの側面について行われると述

べている。さらに、Gibbons and Buunk（1999）は、社会的比較を行

う傾向には個人差があり、他者を基準として自己評価を行う頻度は人

によって異なると説明している。 

以上のことから、社会的比較と日本語不安は、日本語学習におい

て関連する可能性のある二つの現象であると考えられる。しかし、日

本語教育を専攻する大学生を対象として、社会的比較と日本語不安と

の関連を検討した研究はまだ限られている。そこで、本研究では、ジ

ャカルタ国立大学の日本語教育学科の学生を対象に、社会的比較の程

度、日本語不安の程度、および両変数の関連について明らかにするこ

とを目的とした。本研究では、量的研究法による相関研究を用いた。

研究対象は、比例層化抽出法によって選定された 73 名の学生である。

データ収集には、Iowa-Netherlands Comparison Orientation Measure

（INCOM） お よ び Foreign Language Classroom Anxiety Scale

（FLCAS）を基に作成した質問紙を用いた。収集したデータは、

Pearson の積率相関分析を用いて分析した。 

  

B. 問題提供 

背景に基づき、本研究で調査する問題は以下のとおりである。 

1. ジャカルタ国立大学の日本語教育学科の学生における社会的比較の

程度はどのようなものであるか。 
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2. ジャカルタ国立大学の日本語教育学科の学生における日本語不安の

程度はどのようなものであるか。 

3. ジャカルタ国立大学の日本語教育学科の学生において、社会的比較

と日本語不安との間にどのような関連があるか。 

 

C. 研究方法 

本研究では、量的研究の方法を用い、相関研究のデザインで実

施した。研究対象者は、ジャカルタ国立大学日本語教育学科に在籍す

る学生 73 名であった。サンプリング方法には、proportionate stratified 

sampling を使用した。データ収集にはアンケートを使用した。社会的

比 較 の 変 数 は 、Gibbons と Buunk（1999） が 開 発 し た Iowa–

Netherlands Comparison Orientation Measure（INCOM）を用いて測

定した。日本語不安の変数は、Horwitz ら（1986）が開発した Foreign 

Language Classroom Anxiety Scale（FLCAS）を用いて測定した。両方

の尺度は、もともと英語で作成された標準化された質問紙であり、イ

ンドネシア語に翻訳した。翻訳後、専門の翻訳者と研究対象者に含ま

れない日本語教育学科の学生 10 名によって、質問項目の分かりやすさ

を確認した。データ分析には IBM SPSS  Version 25 を使用した。 

 

D. 結果と検討 

記述統計分析の結果、ジャカルタ国立大学日本語教育学科の学生

の社会的比較は高い傾向にあることが明らかになった。高カテゴリー

および非常に高いカテゴリーに属する学生の割合は 57.5％であった。

また、次元分析の結果、「意見比較」の次元が最も優勢な要素であるこ

とが明らかになった。日本語不安についても、高い傾向が認められた。

高カテゴリーおよび非常に高いカテゴリーに属する学生の割合は

56.2％であった。また、次元分析の結果、「否定的評価への不安（Fear 

of Negative Evaluation）」の次元が最も優勢な要素であることが明らか

になった。 
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Pearson の相関分析の結果、社会的比較と日本語不安との間に有

意な正の相関が認められた（r = 0.611、p = 0.000）。この結果は、社会

的比較の程度が高いほど、日本語不安も高くなることを示している。

さらに、次元間分析の結果、「能力」の次元と「否定的評価への不安」

の次元との間に最も強い相関が認められた。 

 

E. 結論 

本研究の結果、ジャカルタ国立大学日本語教育学科の学生は、社

会的比較および日本語不安の両方において高い傾向が見られた。この

結果は、他者と自分の能力を比較することが、日本語不安の高まりと

関連している可能性を示している。したがって、日本語学習において

は、言語能力の向上だけでなく、学習者の情意面や心理的側面にも配

慮することが重要である。 


